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⽚岡の主宰するcvpaper.challenge
• 論⽂読破・まとめ・発想・議論・実装・論⽂執筆・（社会実
装）に⾄るまで取り組むCVの今を映す挑戦
– ⼈員：産総研/筑波⼤/電機⼤/慶應⼤/早⼤/東⼤による約30名
– BraveNewなアイディアをトップ国際会議*に投稿

年間1,000本以上，累計2,500本以上のスライドを作成
本取り組みの結果10本以上の論⽂（含CVPRx2, ICRA, BMVC, ICPRx2, CVPRWx6, ECCVWx2, ICCVW）が採択

8件の招待講演，3件の国内外での受賞

* Google Scholar Top-20にリストアップされている国際会議や論⽂誌

HP, Twitter, SlideShareもご覧ください
HP: http://hirokatsukataoka.net/project/cc/index_cvpaperchallenge.html

Twitter: @CVpaperChalleng
SlideShare: @cvpaperchallenge



サーベイチュートリアル

• 前半: ⽶⾕
• 特にサーベイを論⽂化するうえでどういう点に留意すべきか

• 後半: ⽚岡
• グループでサーベイをするうえでどういう点に留意すべきか

• 本講演の様⼦およびスライドは後⽇若⼿Pウェブサイト上で公開します



サーベイについて



サーベイとは？
• ひとことでいうと，その分野の動向を把握すること
– 現在どんな技術が流⾏っている？

– どういう歴史を辿ってきた？

– ⾃分のやっていることに最も近いものは？

論⽂にもRelated workを書くこと多し



なぜ，サーベイをするのか？
• トレンドの把握
– 知識がないと既存研究の劣化版を作りかねない

– トレンドを知らないと(天才でない限り)最先端の研究を⽣み出すことは
難しい

• ⾃⾝の研究の⽴ち位置を確認
– 何が違う？なぜやる？どこが良いのか？という哲学

• 究極的には次のトレンドを作るため（ここ重要）
– 分野の⽅向性を⾃ら定める

– より良く，正しい⽅向へ導く



どのように，サーベイをするのか？
• 「網羅的に調べる」ことで分野の状況を⾼精度に概観
– サーベイの質や量が研究テーマ考案・選定に直結

– （研究室単位で）1,000+本/年は論⽂を読む⼒をつけよう（速読/精読が重要）

• 「歴史/トレンド」のストリームを多数把握
– 点より線/⾯で技術を捉える（他分野からも学ぶ）

– 次に何をすれば良いか/その技術の本質や⾏間が，肌感覚でわかる

セグメンテーション
物体検出

アーキテクチャ

データベース

3次元認識

時系列認識

「解かれた問題」が犇めく空間を埋めつつ「解かれていない問題を探索」



どれくらいサーベイをしてるの？
• 個⼈/グループとしてサーベイを推進
– 「個⼈」で達成
• 2015年度 615本，2016年度 400+本
• うち速読900本，精読100本くらい？

– 「グループ」で達成
• 2015年，CVPR 2015 完全読破（約10名）
• 2016年，1,000本読破達成（約20名）
• 2018年，CVPR 2018 完全読破チャレンジ実⾏中（約30名）

602
CVPR2015の論⽂

計

本を完全読破

@2015

1,000計

本を達成

論⽂読破
@2016

http://hirokatsukataoka.net/project/cc/cvpr2018survey.html



意識的にサーベイして何が変わった？
• 2015年以前：個⼈プレー
– 論⽂調査：⾃分の狭い分野のみ

– 研究：従来法の単純な改善

• 組織的にサーベイしてから…

– 論⽂調査：網羅的かつ流れを把握

– 研究：物事の本質に迫るような問いを意識

– サーベイ/テーマ設定/実験/論⽂執筆に⾄るまで「質・効率を⾼める努
⼒」を徹底

• 探索は終わらない！



優れた問いを⾒つけよう！
• 思いつき（単純拡張）研究から離脱しよう
– To invent, you need a good imagination and a pile of junk
• 良い発想とガラクタの⼭（膨⼤な知識量）が必要だ

– 知識を詰め込む/整理することで視野が繋がる
• 各個⼈で頑張る（量増加），集団で整理して体系化（質向上）
• 個⼈でモチベーションを保ち，チーム⼒を発揮できる体制を整える

個⼈とグループの知識獲得がキモ



個⼈のサーベイ グループのサーベイ



個⼈のサーベイ グループのサーベイ
（分割） （統合）

「分割と統合」の組み合わせが重要



個人サーベイ



個⼈サーベイで意識すること
• 速読と精読の組み合わせ
– 速読（50+本/⽉）
• とにかく「広く浅く」
• 研究テーマやアイディア考案の時に⾏うサーベイ法

– 精読（10-本/⽉）
• 実装レベルで「狭く深く」
• 具体的なテーマが決まっている際に

尺度を変えた読み⽅の統合で研究の効率化



論⽂を読もう！
• 論⽂は⽬的別に読むために体系化されている
– CVの論⽂を参考に解説します！

K.	Hara,	H.	Kataoka,	Y.	Satoh,	“Can	Spatiotemporal	3D	CNNs	Retrace	the	History	of	2D	CNNs	and	ImageNet?”,	in	CVPR	2018.
https://github.com/kenshohara/3D-ResNets-PyTorch



気をつけていること
• 森を⾒る，⽊を⾒る
– 森：ざっと全体を通して⾒る
• 速読ならこれで⼗分
• 背景，イントロ，図表，結果，結論を中⼼に

– ⽊：細かいところまで⽬を通す（但し，⽬的を⾒失わない）

• どんな情報が欲しいかを明確にして読む
• 実装したい？輪講資料を作りたい？



森を⾒る（速読）
• アブストラクトを⾒る
– 良いアブストラクトだとなんとなく全体がわかる



森を⾒る（速読）
• イントロ，概念図を⾒る
– どんな問題設定？その研究の新規性は？



森を⾒る（速読）
• その後は重要そうな部分に⽬を通す
– ⼿法，結果，結論など図表を中⼼に情報量の多い部分から⽬を通す



森を⾒る（速読）
• ポイントは意外と限られる？
– In this study (paper/research), ~ や Our contribution(s)~ など序盤に現れる



森を⾒る（速読）
• ポイントは意外と限られる？
– 関連研究の最後に従来との⽐較・差分が書かれる（ことが多い）



森を⾒る（速読）
• その分野に⻑けていれば…
– 引⽤されている論⽂や場所を⾒ればなんとなく内容が分かる？



⽊を⾒る（精読）
• 速読 + ⽬的に合わせた読み⽅を
– 基本的には速読と，部分を詳細に読み込んでいく
– ここから先は何をしたいかに依存する

分からない！という場合には最初から最後まで読んで⾒てもよいかも？



気をつけていること（個⼈サーベイ）
• タイムトライアル
– 時間を気にして，締まりある読みにする
• 実際ストップウォッチおいて論⽂読んでます！

– ⽬安時間
• 速読（15 ~ 30分）
• 精読（1時間 ~ 理解できるまで）



気をつけていること（個⼈サーベイ）
• 論⽂サマリを作成しよう
– （⾃分だけでなく他の⼈が）素早く研究の肝をつかむ
– まとめることで記憶の定着を早くする

まとめの例: 概要，新規性，⼿法，結果，リンク等があるのが望ましい



グループサーベイ



グループサーベイで意識すること
• 集団の⼒をうまく利⽤する

「モチベーション維持」
「集合知」
「作業分割と統合」
等を発揮するためグループで活動するメリットは多い

最近の重要論⽂は本数が多いので協⼒して知識を獲得する
(メジャー会議のみで1,400+本/年，arXivは5,000+本/年？)



論⽂リストを作成
• タスク/進捗を可視化する
– {全体数, 残りの本数} がどれくらいか⾒えるように
– ノルマはゆるーく決めるが，チェックは確実に
• タイトに個⼈を決めると精神的に⾟くなるのでカバーし合う

CVPR 2015 完全読破チャレンジより



分担して資料を作成してお互いに参照
• 論⽂サマリを上⼿に活⽤
– 論⽂を確実にまとめる，を徹底すると後に読む⼈が楽
• リストにチェックされている論⽂はサマリがある

– 素早くポイントをつかんで原論⽂を読み始める



ITツールを活⽤してディスカッション
• ⼀⼈で読むよりも，全員で協⼒して進めるのが現代流
– クラウド（GoogleDrive/Dropbox），チャット（Slack/Skype/Line）

ICCV 2017 速報の資料作成



スライドを共有
• 資料をみんなで作り上げていく
– Ver.を上げていくごとに⾃分と他⼈の知⾒を混ぜていく

– 間接的に読んで，議論を重ねるうちに⾃分にも知識が定着

CVPR/ICCV 2017 速報の資料作成



可視化，競争
• 可視化すると意識して読むようになる
– 週間，⽉間ランクなど

– 機関総合 (2018/3/1〜2018/3/31) 1位：163本，2位：95本，3位：87本

– 個⼈総合 (2018/3/1〜2018/3/31) 1位：80本，2位：68本，3位：45本



気をつけていること（グループサーベイ）
• 集団はできる限り仲良くなるように
– リアルだとお茶会/懇親会をする

– リモートだとおしゃべりチャンネルみたいのを作る？

• 個⼈へのケアを⼤事にする
– 活動量が減っている個⼈と話す（責めずに状況を聞く）

– 活躍したら讃える

• 理想は全員が⾃由に発⾔できる集団



資料公開のススメ
• ⼈⽬に触れて叩き上げる，プレゼンスを⾼める
– 評価を⾒て資料の出来栄えを判断（⾯⽩いかどうかくらいはわかる）

– 学会などでリアルに会うと反応をもらえる

論⽂が通った時だけ宣伝，ではなく

普段やっていることでプレゼンスを上げる



サーベイ法まとめ
• サーベイの⽅法論について，個⼈/グループという単位で説明
– 速読と精読を組み合わせた個⼈サーベイ

– 組織的サーベイで早く/確実に知識を作り上げていく



もっと大事なこと

サーベイ（に限らず研究）は楽
しんでやるもの！こんな楽しい
ことができるようになった，分
からなかったことを知識として
明らかにした，を知る贅沢


